
  

 

７月１１日、投開票の参議選で、党は比例・選挙区で４

議席獲得、前回比２議席減の厳しい結果となりました。 

          大分市では、比例で８，８３４票

(４，５６％)前回１０，４６４票(５，

９０％)前回比１,６３１票の後退。   

選挙区で山下候補１３，５７０票

(６，７％)となりました。ご支援・

ご協力に感謝を申し上げます。 

選挙で掲げた平和も暮らしも希

望の持てる社会の実現めざし、憲法

改悪阻止、物価高騰・新型コロナ急

拡大から、命と暮らしを守るために 

(結果報告する福間)  引き続き全力をあげます。ご意見・

ご要望をお寄せください。 

来年４月はいっせい地方選挙です。日本共産党を強く大

きくする活動が求められています。みなさんのいっそうの

ご協力をお願いします。 

 

 

８月１日、党中部地区と党市議団は、急拡大するコロナ

から、市民の命と暮らしを守る１６項目の緊急要望を副市

長に届けました。 

              この緊急要望には、川畑地

区委員長、岩崎前市議、斉藤

市議、福間と４名が参加しま

した。 

 久渡副市長、斉藤福祉保健

部長とコロナ対策について懇 

(緊急要望する党と議員団)  談をしました。 

福間議員は、ワクチン接種

の迅速化と、副反応のすくな

いワクチンの使用、市職員陽

性者・濃厚接触者の増加にと

もなう、市民サービスへの影

響、夏祭りなどイベントの縮 

(緊急要望する福間)    小・延期・中止、事業者への

支援、援を求めました。また宿泊療養者・自宅療養者への

現状について、意見交換をしました。 

 

 

８月５日、第１回臨時市議会が開催され、水槽付消防ポ

ンプ自動車の購入、高規格救急自動車の購入、小型動力ポ

ンプ積載車の購入、家島緑地津波緊急避難施設整備工事請

負契約の締結の４件の議案が提案されました。党議員団は、

消防力強化、災害対策拡充として賛成しました。 

 

４月より、家庭ごみを所定のごみステーションまで持ち

出すことが困難な高齢者・障がい者等の世帯を対象に自宅

の玄関先などに出されたごみ収集に伺う支援制度が開始さ

れました。 

         この制度を利用している大賀金子さん

(８８歳)・城南団地はこれまでごみ出

しは、「ヘルパーさんに頼んで１回  

６５０円を払っていました。今は無料

で収集していただけるので、経済的に

も負担が軽減しました」と、喜びの声

が寄せられています。福間議員が一般

質問や委員会で、制度新設を求めてき 

(大賀金子さん)  たことが、実現の力になりました。 

 

大分市東部地区のお住まいの方から、昨年夏ごろより、「排

泄物のような悪臭がする」「臭いが強く頭痛がする」「広範

囲に腐敗臭がする」などの苦情が寄せられていました。 

７月下旬に現地を調査しま

した。悪臭の発生源は、隣

接地に建設されたバイオマ

ス発電施設で利用するバイ

オマス燃料貯蔵地からのも 

(バイオマス発電施設の周辺) のと判明しました。今後、

周辺住民等の聞き取りを続けながら、悪臭対策を求めてい

きます。 
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